
 

 学内地連第 号 

成 ８  月 日 

 

 各部局等 長  殿 

 

                学 長  

 公印省略  

 

 

大学 COC 事業 ゅ 島 未来を創 知 津梁 橋  

成 ８ 度前学期 地域志向教育推進経費 教育改善取組 公募 い  

 

 各部局等 い 大学 COC 事業 ゅ 島 未来を創 知 津梁 橋

い 日頃 協力を賜 感謝申 ます  

 度 本事業 一環 成 ８ 度前学期授業 い 地域志向教育

い そう 強化 本学 い 地域を志向す 人材を育成す 優 教育改

善取組 本学 正規 学生を対象 授業 を募集 選定 推進経費を配

分 ます  

ま 本事業 趣旨を 理解い 各部局等 い 地域志向教育

強化 資す 取組 い 募集要項 別添 を踏まえ 経費申請書 別添 及

び対象 科目 新規シラバス 別添 を作成 成 ８ 月 日 金 ま

記 提出先ま ル 提出 く い 作成 際 本事業 概要 別

添 URGCC 学習教育目標等 シラバスへ 記載 い 別添 大学改革推進

等補助金 概要 別添 を適宜 参照く い  

計画す 取組 プログラ 開発 実施 評価 段階的 進 限

経費補助期間終了後 う 配慮を 願い ます  

 不明 点 いま 記連絡先ま 連絡く い  

 

記 

添付資料  

別添  成 ８ 度前学期地域志向教育推進経費 教育改善取組 募集要項 

別添  成 ８ 度前学期地域志向教育推進経費申請書及び記載例 記入要領 

別添  新規シラバス作成様式 

別添  ゅ 島 未来を創 知 津梁 橋 事業 概要 

別添  URGCC 学習教育目標等 シラバスへ 記載 関す 資料 

別添  経費支出 関す 留意点 

 

 

問い合わせ先   

＜教育関連事項 い ＞  

●RCC 事業本部 

担当 宮里 内線：2805 山田 内線：8087  

＜経費関連事項 い ＞ 

●総合企画戦略部地域連携推進課 

担当：大城 内線：2089  

提出先  

●総合企画戦略部地域連携推進課 

E-mail:tyurasimajigyou@to.jim.u-ryukyu.ac.jp 
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成 前学期 地域志向教育推進経費 教育改善 組 募集要項 

 

．本取組の目的 狙い 

 大学 COC 事業 ち 島 来を創 知 津梁 け橋 別紙 事業概要 別

添 沖縄県唯一 総合大学 あ 学 資源を活用 自治体等 連携

体 共働を通 地域再生 活性化を担う人材創出 学び コ ュニ

を構築 さ 教育カ キュ 改革及び教育 研究 社会貢献機能

強化 大学改革を推進 いくこ を目的 た事業 あ  

当事業 展開 一環 組 成
．．

前
．．．．．

学
．
期
．

学 開講さ 正

規 授業 い 地域 再生 活性化 地域課題 解決等を担い得 人材 育成を目

指 地域志向教育 を 強化 推進 た そ 発展 資 教育改善 組を募集

優 た 組 対 経費を支援  

 こ 学 地域 対 積極的 関与 地域 貢献 人材 を育成

大学 社会貢献 責務を果た こ を目指  

 

．募集区分 

 経費 募集 以 区分 沿 行う  

単独型 教員 行う正規 授業 け 組 

連携型 教員 以 行う正規 授業 け 組 

 

．募集する取組に求める要件 

授業 容 地域 け 具体的課題 を明瞭 設定 そ 課題

対 授業 い 対応 い 明確 記述 い こ  

地域 再生 活性化 あ い 地域課題 解決 等 資 人材像を具体的

明確 設定 そ 達成 向け適合 教育方法を採用 い こ  

ニン 型※1 教育 学習を 入 い こ 望 い  

バ い 学生 学習成果を評価 方法並び 評価基準を明確 設定

そ 達成目標 対 適合 あ こ  

バ い 授業 達成目標 URGCC 学習教育目標 地域 国際性

く こ 当 目標を設定 い こ 加え く URGCC 学習

教育目標 社会性 コ ュニ ョン キ 問題解決力 い

く こ 当 目標 い を設定 い こ 望 い く

別添 資料を参照 こ  

過去 バ 比較 新規性を明瞭 理解 組 あ こ  

成 前学期中 成 月 遂行 組 あ こ  

経費補 期間終了 い 的 発展的 授業改善 見込 組 あ

こ 望 い  

 

※1 ニン …教員 一方向的 講義形式 教育 異 学修者

能動的 学修へ 参加を取 入 た教授 学習法 総称 学修者 能動的 学修 こ

認知的 倫理的 社会的能力 教養 知識 経験を含 た汎用的能力 育成を図 発

見学習 問題解決学習 体験学習 調査学習等 含ま 教室内 スカ

ッション ベ ワ 等 有効 ニン 方法 あ

中央教育審議会 2012 年 新た 未来を築くた 大学教育 質的転換 向け ～生涯

学び続け 主体的 考え 力を育成 大学へ～ 答申 用語集  
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．採択後のル ル 

開講 授業科目 バ い 地域 を志向 授業 あ を示

こ た 達成目標 欄 記載さ 目標 共通教育等科目 場合 URGCC

学習教育目標 一 あ ［地域 国際性］を 専門教育科目 い こ

当 目標を含 表記 こ 記以外 目標 ［社会性］［コ ュニ

ョン キ ］［問題解決力］ を設定 場合 様 表記 こ  

開講 授業科目 バ い 大学 COC 事業 ち 島 来を創

知 津梁 け橋 事業 一環 組 あ こ を明示 初回授業

等 い そ を学生 周知 こ  

経費 使用 当た 最少 費用 最大 効果 あ う こ  

成 月 日 地域志向教育推進経費成果報告書 を ７（（ 事業 部 提

出 こ  

申請 け 授業科目 様 容を含 公開講 開催 成果報告会 け

報告等 い RCC 事業 部 協議 対応 こ  

申請 組 ち 島 来を創 知 津梁 け橋 事業 け 学び

高 化 ロ ※「 位置 け こ を了承 こ  

７（（ 事業 部 ヒ ン び ン 調査を行う場合 そ 求 応 こ  

 

※2 学び 高度化 ロ ム… ち 島 未来を創 知 津梁 け橋 事業

い 展開 ロ ム 一 主 本学 学生を対象 地域へ 理解

地域 再生 活性化及び地域 課題解決等 関 意識 強化を図 こ 地域

貢献 人材 育成を目指 ロ ム 本事業 こ 取組を通 本学 地域

志向教育カ キュ ム 改革を目指  

 

．応募資格 

国立大学法人琉球大学職員就業規則第 条第 項 定義さ 大学教員  

他 機関 学 類似 経費 成を け い いこ  

 

．予算配分予定総額 ， 千円  

単独型 組当た 千 を 限 件程  

連携型 組当た 千 を 限 件程  

 

．新規 の区分について 

  申請者 申請書面 い 申請 組 対象科目 新規 科目 初 経費

応募 科目 あ 科目 成 期及び 成 経費

配分を けたこ あ 科目 あ 別を明示 こ  

 

．新規申請者および新規科目の取組の優先について 

応募件数 多数 優 た申請 組 べ 対 経費を配分 こ 困難

た場合 新規申請者 過去 組 採択を け い い申請者 び新規科目

申請 組を優先 採択  

 

．支援期間 対象 

成 月 成 月 間 教育改善活動 成 前学期開

講 授業科目 関連 活動 対 支援 た 学 学部及び大学院 提供さ

授業科目を対象  
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．応募期間 

成 月 日 木 ～ 月 日 金  

 

．申請について 

申請者 ロ ェ 代表者 地域志向教育推進経費申請書 別添 必要事

項を記入 うえ 各担当部局 提出 こ た 併 今回 経費 使

用対象 科目 新規 バ 別添 及び当 科目 バ 最 直近

を提出 こ そ 際 バ 変更点 び新規性 わ う配慮 こ 新

規 開講 科目 あ 場合 新規 バ 提出 こ  
 

 

．選考及び選考結果の通知 

各申請 組 実施概要等 組 趣 目的 狙い 要件等 を照 合わ た

選考 ７（（ 事業 部 い 行い 採択 可否 い 学長 決定 選考結果

申請者 実施代表者 通知  

 

．経費 

認 経費 い 以 あ  

   教材開発費 資料購入費 印 費 消耗品費 ンタ ン ッ 諸経費 教員対象

旅費 実践教育 た バ 宿泊施設 借 費用 講師謝金 講師招聘旅費等  

認 い経費 い 以 あ  

   教員 人件費 学生個人対象 旅費 機械設備費 備品購入費等  
 
※ く 別添 経費支出 関 留意点を参照 こ  

 

．その他 

者 複数 申請を行うこ い  

地域志向教育推進経費 大学改革推進等補 金 文部科学省 経費措置さ

あ た 補 金 係 予算 執行 適正化 関 法 等 経費

執行 一定 限 あ  

提出さ た 地域志向教育推進経費成果報告書 ７（（ 事業 部 い 各

教員 成果 経費 執行状況を確認 進捗状況等 実績 評価を行う  

 

 

 



 

 

ち 島 未来を創 知 津梁 け橋 事業 

成 前学期 地域志向教育推進経費申請書 

部局等           

組名  
配分

 
千

 

組 区分 単独型  連携型 新規申請  申請 

対象科目名  

科目 区分 

あ ま

を 選 択 又 記

入  

組織 講 次 教育種別 講義形態 必修選択 開講 学期 

学部 

大学院 

次 共通教育 

専門教育 

講義 

演習 

実験 

実習 

実技 

必修 

選択必修 

自由選択 

成 「8  

前学期 

組 実施概

要 特色 

 

組 効果 

 

実施担当者 

代 表 者 ※ を

付 こ  

氏     名 
所属職名 

役職名  
担 当 分 担 

   

経費 事項 予定  

千  

積算 訳 備  考 

    

 

 

 

 

 

ケ ュ ル  

別添２  



 

 

ち 島 未来を創 知 津梁 け橋 事業 

成 前学期 地域志向教育推進経費申請書 記載例  

部局等   ○○学部        

組名 地域 ○△□問 解決 貢献 人材

育成 向けた 組 
配分

 
千

 

組 区分 連携型 新規申請 

科目名 ○△□学入門 

科目 区分 

あ ま

を選択  

組織 講 次 教育種別 講義形態 必修選択 開講 学期 

学部 

 

～ 次 共通教育 

 

講義 

 

自由選択 成 「8  

前学期 

組 実施概

要 特色 

本 組 ，地域 け いう課 を解決 た ，

を こ ， い た能力を た

人材 育成を目指  

○ 授業科目を開設 ○○人 学生を対象 講義を行う

連携自治体 を外部講師 を展開 ま

た 実習を行う  

○ を対象 い 調査を行い

け を把握 こ ま 授業 部分 改善 反映さ  

 

組 効果 

を実施 こ 学生 を 力を向上さ

実習 を通 力 力を身 けさ

また 教員 意識 改善を図 こ を目標  

調査 け を把握 を行う際

基礎 タ 活用 また 本学 け 組 改善 反映

学生 向上さ  

手法を導入 こ 地域住民 向上を目指

学生 参加 率を ％程 ま 上昇さ  

実施担当者 

代 表 者 ※ を

付 こ  

氏     名 
所属職名 

役職名  
担 当 分 担 

   



 

 

経費 事項 予定  

千  

積算 訳 備  考 

謝金 

 

旅費 

 

消耗品 

50 

 

100 

 

50 

○○謝金 

◎ ×○人×△回＝◎○  

調査旅費 

◎ ×○人×△回＝◎○  

消耗品 

◎ ×○人×△回＝◎○  

 

 

 

 

 

 

ケ ュ ル ◎     科目を開講 た 自治体 調整 

○     科目を開講 た 企業 ３５４ 調整 

□     科目を開講 た 調査 アンケ を実施 

△     科目を開講 

○     報告書 ま  

□     公開講 を開講 

 

 

 



 

 

ち 島 未来を創 知 津梁 け橋 事業 

成 前学期 地域志向教育推進経費申請書記入要領 

 

部局等 い  

 部局等 名称を記入 こ  

 

 

組 名称 区分 び配分  

 組名称 組 区分 単独型 連携型 新規申請 申請 金 を記入 こ  

 

 

科目名 び科目 区分 い  

  本経費 対象 授業科目名を記入 科目 区分 組織 講対象 次 教育種別 講

義形態 必修選択 開講 学期 を選択 い 記入 こ  

 

 

組 実施概要 特色 

 組 実施概要及び特色を記載例 い 具体的 記入 こ  

 

 

事業 効果 

 組 効果を記載例 い 具体的 記入 こ  

 

 

実施担当者 

 代表者 氏名 欄 ※印を付 事業 担当分担を記入 こ  

 

 

経費 概算 

 経費 予算 い 事項 各事項 予定 積算 訳等を記入 こ  

 

 

ケ ュ ル 

 組 ケ ュ ルを記載例 い 具体的 記入 こ  

 

 

そ 他 

 様式枠 わ 必要 応 紙 記入 構わ い  



別添３  

新規シラバス作成様式  

講義    

科目番号   履修年度  6 年度 

開設学部等   期間  前期 

曜日時限   単位数   

担当教員   講義コ ド   

 

■授業内容 方法 

※ 地域 ける具体的課題 を明瞭 設定し， つそ 課題 対して本授業 い して対応

する ついて明確 記述すること  

※ 地域 再生・活性化 あるい 地域課題 解決 等 資する人材像を具体的 つ明確 設

定し そ 達成 向け適合的 教育方法を採用すること  

※ テ ラ ニン 型 学修を取 入 い こ 望ましい。 

■達成目標 

※ 共通教育等科目 つい URGCC 学習教育目標[地域 国際性]を設定し， 当す 目標 末尾 表記す

こ 記 例を参照 こ 。加え ，[社会性]，[コミュニ ョン キ ]，[問題解決力] つい も設定

し，表記す こ 望ましい。 専門教育科目 つい 記目標 対応す 各目標 つい ， 様 表記す

こ 。 しく ，別添５ 資料を参照 こ 。 

[記入例] 

．地域課題 解決 向け 積極的 提案す こ 。［地域 国際性］ [問題解決力] 

．自身 考えを的確 表現 。[コミュニ ョン キ ] 

． メンバ 協調し 意見を交わすこ 。[社会性] 

■評価基準 評価方法 

※達成目標 対し適合的 も あ こ 。 

■履修条件 

  

■授業計画 

 

 

 



 

■事前 事後学習 

  

■教科書 

  

■参考書 

 

■備考 メッセ  

  

■オ ワ  

  

■メ ド  

  

■URL 

 

 

※本新規シラバスに加え，当該科目の旧シラバス 最も直近のもの について
も併せて提出すること。 



 

別添４  

琉大コ ュニティキャンパ 事業本部 ー ー より 

http://ryudaicoc.jim.u-ryukyu.ac.jp/summary  

http://ryudaicoc.jim.u-ryukyu.ac.jp/summary


 



共通教育等科目 バ 場合  

 

バ URGCC学習教育目標 記載 い  

 

本学 ，学士課程教育 人材養成 目的 達成す ，琉大 ロ バ テ ン カ

キュ URGCC 学習教育目標 定 います。 学習教育目標 各共通教育等科目

掲 目標 対応関係 明 す ，共通教育等科目 授業担当者 まし ，

バ 作成時 次 対応 願いします。 

 

参考： バ 作成要領 抜粋  

2． バ 書 方 

2 達成目標 

略  

※達成目標 学習教育目標 関係 

共通教育等科目 い ，授業科目 達成目標 URGCC学習教育目標 対応関係 記載

します。 

 

バ 記載  

■達成目標 

1． 。［コ ュニ ョン キ ］ 

2． 。 

3． 。［社会性］［コ ュニ ョン キ ］ 

4． 。［コ ュニ ョン キ ］ 

 

 ※[ ]内 本授業 対応す URGCC学習教育目標 

 

※1 バ 達成目標 欄 ，対応す URGCC学習教育目標 記載願います。 

※2 URGCC学習教育目標 記載 あ ，原則 し ，[自律性]，[社会性]，[地域 国際性]，

[コ ュニ ョン キ ]，[情報 テ ]，[問題解決力]，[専門性] 7 キ ワ ド

該当す 選 用い く い。キ ワ ド 示す学習教育目標 内容 ，

URGCC基本方針 別紙 URGCC 学習教育目標 通 す。 

※3 当該授業 達成目標 対応す 上記キ ワ ド 附し い ます ，キ ワ

ド 附 い達成目標 あ 構いませ 。す わ ，授業 達成目標 全 URGCC学

習教育目標 対応し い 必要 あ ませ 。ま ， 対応関係 一対一 あ 必要 く，

一 授業達成目標 複数 キ ワ ド 附し 構いませ 。 

※4 授業 達成目標 ，当該授業 専門分野等 即し 具体的 記述 ます ，URGCC 学

習教育目標 使用 い 文言 一致す 必要 あ ませ 。 

※5 科目 系列 ，原則 し 授業達成目標 含 URGCC学習教育目標 設定

います。 共通教育等 URGCC 学習教育目標 関係 い 科目企画委員会 H23.5.20

決定 覧く い。 

※2 

※1 ※3 

※4 

（別添５）



 

URGCC 実施 伴う専門教育科目シラバス記載 留意点 い  

 

 

．専門教育科目シラバス 達成目標 欄 扱い い  

 

検討 定し 頂 たい事項  

成 24 度 全 専門教育科目 シラバスを対象 ， 授業科目 達成目標 学士

教育プログラム 学習教育目標 対応関係を記載 否 い ，各学士教育プロ

グラム 意見を踏まえ，学部 し 対応を 定し い 頂 たい 。 H24.2 月 ま

 

，学士教育プログラム 個性 沿 ，そ 履修 流 科目提供状況等 配慮

必要 あ ，必 し 学部統一 対応を求 い 。 

 

理由  

成 24 度入学者 1 次 履修し い科目 い ， 成 23 度以前入学者 混乱

を与え いた ， 学士教育プログラム 学習教育目標 を記載し い 場合 ，

成 23 度以前入学者 対し URGCC実施 伴い作成した 学士教育プログラム 学習

教育目標 を説 ， 成 24 度 全 専門教育科目 シラバスを対象 学

士教育プログラム 学習教育目標 を記載 場合 考え た 。 

 

参考等  

URGCC基 方針 成 23 3月 15日 定 抜粋 

2．学士教育プログラム 一貫教育 

4 学士教育プログラム ，シラバス 達成目標欄 ，該当 学習教育目標 URGCC

学習教育目標また 学士教育プログラム 学習教育目標 を 記 。 

 

シラバス 作成要領 成 23 7月 7日改訂 抜粋 

2．シラバス 書 方 

2 達成目標 

略  

※達成目標 学習教育目標 関係 

 共通教育等科目 い ，授業科目 達成目標 URGCC学習教育目標 対応関係

を記載しま 。 

 専門教育科目 い ，授業科目 達成目標 学士教育プログラム 学習教育目標

対応関係を記載しま 。 

 



．専門教育科目シラバス 達成目標 欄 ， 学士教育プログラム 学習教育

目標 記載形式 い  

 

検討 定し 頂 たい事項  

専門教育科目シラバス 学士教育プログラム 学習教育目標 記載形式 い ，学部

し 取 頂 たい 。 H24.2月 ま  

例え ， 各学士教育プログラム内 統一 等。 

 

理由  

URGCC 基 方針 い ， 学士教育プログラム 一貫教育 を掲 い ，

当該プログラム内 シラバス い ，何 記述的 揃えを図 ，教員並び

学生相互 分 易い 考え た 。 

 

参考等  

以 示 う ，略語 キ ワ ドを用い ，番号 記号を用い ，あ い 目標全文

を記載 ， い たいく 形式 考え 。 

略語 キ ワ ドを用い 例  

達成目標 

1． 。[論理性] 

2． 。 

3． 。[対人関係スキル] 

4． 。[専門性] 

 

 ※[ ]内 授業 対応 ○○プログラム 学習教育目標 

番号 記号を用い 例  

達成目標 

1． 。(a) 

2． 。(a) 

3． 。(c) 

4． 。(d) 

 

○○プログラム い 身 知識 能力等 以 う い 。 

(a) 能力 

(b) 能力 

(c) 能力 

(d) 能力 

キ ワ ド 記号等を用い い例  

1． 。 

2． 。 

3． 。 

4． 。 

 

科目 ○○プログラム 学習教育目標 修得 及び

修得 関連した授業 あ 。 
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ラバ 作成要領 

 
 
．シラバスと 何か 

学生 対 授業契約書 

  学生 契約事項 国民 説 責任 応え こ ま  

学習 指針 

  ラバ 学生 授業中 授業外 学習 行う 指針 示 学生 ラバ 項

目 記載さ 情報 い 予習 復習 行いま  

授業改善 具体的材料 

  ラバ 作成 過程 授業目標 考え 授業計画 具体的 構想 成績評価方法

具体的 検討 こ 迫 ま こ 作業 自分 授業 見直 い機会 ま  

  ま 半期終了後 授業 総括 い う 改善 図 重要 契機 ま  

認証評価体制 対応 

  認証評価 成績評価基準 授業 目標 対応 い 成績評価基準 成績評価

実際 さ い 問わ ま ラバ 根拠資料 ま  

教員 義務 

  以上 こ ラバ 提出 教員 義務  

 

．シラバス 書き方 

授業内容 方法 

授業科目 問題状況 背景 授業内容 必要性 い 必要 応 簡潔 触 ま  

授業内容 具体的 書 ま さい 全体 見え う い ま 包括的 書 ま

 

学習者 理解 う わ い言葉 書 ま 専門用語 多用 ま  

授業者 視点 ○○ い 概説 解説 説 等々 記述 ま  

授業方法 い 講義 ッ ョン グ プ調査 発表 ビ 視聴 こ 授業科

目 行わ 授業方法 書 ま  

達成目標 

授業内容 同 記述 ま 授業内容 学習達成事項 具体的 書 ま  

知識 理解 思考 断 関心 意欲 能 表現 面 学習達成事項 記述 ま  

学習者 視点 ○○ い 理解 説 論理的 述 こ 類

指摘 関心 持 主体的 考え こ 行動目標 中心 記述

ま  

 ※達成目標 学習教育目標 関係 

共通教育等科目 い 授業科目 達成目標 ＵＲＧＣＣ学習教育目標 対応関係 記載 ま

 

専門教育科目 い 授業科目 達成目標 学士教育プ グラ 学習教育目標 対応関係

記載 ま  

 

大 学 教 育 改 善 等 委 員 会 

成  月 日 認 

成  月  日改定 

成  月 日改定 

成 月  7 日改定 
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評価基準 評価方法 

こ 項目 達成目標 同 学生 対 契約 わ 単位認定 評価 最 重要 事項

学生 成績 異議申 立 対 重要 説 根拠 ま  

達成目標 実現 こ 評価基準 評価方法 妥当 あ 説 ま  

達成目標欄 記さ 各目標 対応 評価基準 記載 ま  

総合的 評価 いう記述 試験 ポ 発表 プ ン ョン 評価

割合 示 ま  

試験 ポ 発表 い 学習者 う 情報 具体的 確 書 ま

う 試験 何回実施 ポ う 内容 い 分量 要求

わ い情報 書 込 さい  

履修条件 

こ 授業科目 学習 上 履修 い ま 履修 こ 望ま い

科目 あ 書い さい  

授業計画 

回 授業 い 達成目標 実現 う 授業計画 書 ま  

定期試験 い 回 授業 書い さい  

具体的 確 書 ま  

事前 事後学習 

 授業外学習 事前学習 事後学習 指示 記載 ま  

教科書 参考書 

授業 準備 予習 復習 役立 う 書 う ま  

備考 ッ  

受講上 注意 特 記述 いこ あ 書い さい  

フ ワ  

必 書い さい 曜日 時間帯 場所＜研究室＞  

10  

学生 質問 連絡 必要 場合 あ 書い さい  

11 ＵＲＬ 

関連 書い さい  

 



地域を志向した 授業 を 応援します

大学教員 常勤 対象

～地域志向教育推進経費 教育改善取組～

成 度前学期授業科目
経費支援募集 2/5〆

本取組 大学ＣＯＣ事業 ち 島 未来を創 知 津梁 橋 本学 学部及び大学院 提供
前学期授業科目 対象 ます 例えば地域 コ ネ 自治体 企業 連携す 形 カッ ョ
ン ランニン を行い 地域 学生を 地域 課 を発見し そ 解決 向 主体的 行動す

人材 育成を目指す 地域を志向した教育を 強化し推進す 授業科目 対し経費を支援します
詳し 裏面 覧 い

予算配 単独型 → 万 限 連携型→ 万 限

琉大コ ュニ キャン 事業 申請書 ウン ます
ＲＣＣ事業本部 宮里 山田 線 地域連携推進課 大城 線



＜琉大コ ュニ キャン RCC 事業＞

地域志向教育推進経費 い
◆地域 再生 活性化 地域課 解決等を担う人材 育成
学部 院 正規授業科目 対象
◆地域を志向す 優 た教育改善取組 対し経費支援を行う

地域課 人材像
明確化

経費活用方法 検討
＜使用例＞

得 成果

地域課 設定
～ いう地域課
～ いう地域 抱え 問
～ いう地域 要望

地域志向型人材像 設定
～ 人材
～ 寄 す 人材
～能力を有す 人材

地域 実践家を授業 呼びたい
→講師招聘費 謝金 旅費 し

学生 ワ を体験 せ
たい
→学生 宿泊施設 借 費用
し ※学生個人対象 旅費 可

地域理解を深 教材を た
い
→材料費 教材印刷費 し

出張 調査 研究を進 ，地
域理解 特化した教材を作 たい
→出張旅費 調査研究費 し

学生 成果
地域 実情 対す 理解 向
地域 有す 価値へ 気
地域 体験，体感
就職を意識した ネ 形成
地域貢献意識 向
地域へ 定着意識 向

教員 成果
教育 関す キ 向
教材研究 促進，教材 作成 保存
調査研究 進展
人的ネッ ワ 構築 強化
学生 対す 理解 促進
社会貢献活動 実行


